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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月7日(2009.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電流検出回路であって、
　前記電流検出回路の入力に結合された電流検出抵抗を備え、前記電流検出抵抗は、前記
電流検出回路の前記入力から検出すべき電流を受け取って、前記検出すべき電流を電流検
出電圧に変換し、前記電流検出回路はさらに、
　前記電流検出抵抗に結合された第１のＰＮ接合ダイオードと、
　前記第１のＰＮ接合ダイオードに結合された発光ダイオード（ＬＥＤ）とを備え、前記
ＬＥＤは、前記第１のＰＮ接合ダイオードの順方向電圧降下と前記ＬＥＤの順方向電圧降
下の一部との差と実質的に等しい電流検出しきい値を提供し、
　前記第１のＰＮ接合ダイオードは、前記ＬＥＤの前記順方向電圧降下からバイアスされ
るよう結合されており、
　前記ＬＥＤは、前記電流検出抵抗からの前記電流検出電圧が前記電流検出しきい値に達
すると出力を生成するよう前記電流検出抵抗に結合されている、電流検出回路。
【請求項２】
　前記電流検出抵抗に結合された第２のＰＮ接合ダイオードをさらに備え、
　前記電流検出しきい値は、前記第１のＰＮ接合ダイオードの前記順方向電圧降下と前記
第２のＰＮ接合ダイオードの順方向電圧降下の一部との差と実質的に等しい、請求項１に
記載の電流検出回路。
【請求項３】
　前記第１のＰＮ接合ダイオードは、前記電流検出抵抗に結合された第１のバイポーラ・
トランジスタのベース－エミッタ接合を備え、
　前記第２のＰＮ接合ダイオードは、前記電流検出抵抗に結合された第２のバイポーラ・
トランジスタのベース－エミッタ接合を備える、請求項２に記載の電流検出回路。
【請求項４】
　前記第１のＰＮ接合ダイオードを含む第１のバイポーラ・トランジスタのエミッタとベ
ースとの間に結合された第１の抵抗をさらに備え、
　前記ＬＥＤの前記順方向電圧降下の前記一部は、前記第１の抵抗の端子間電圧と実質的
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に等しい、請求項１に記載の電流検出回路。
【請求項５】
　前記第１のバイポーラ・トランジスタの前記ベースと前記ＬＥＤとの間に結合された第
２の抵抗をさらに備える、請求項４に記載の電流検出回路。
【請求項６】
　前記第１のバイポーラ・トランジスタに結合され、かつ前記ＬＥＤに結合された第３の
バイポーラ・トランジスタをさらに備え、
　前記第１のバイポーラ・トランジスタのコレクタは、前記第３のバイポーラ・トランジ
スタのベースに結合されており、
　前記第３のバイポーラ・トランジスタのコレクタは、前記電流検出回路の出力が前記Ｌ
ＥＤによって生成された光出力を備えるように前記ＬＥＤをドライブするよう結合されて
いる、請求項３に記載の電流検出回路。
【請求項７】
　前記第３のバイポーラ・トランジスタのエミッタに結合された第３の抵抗をさらに備え
る、請求項６に記載の電流検出回路。
【請求項８】
　前記電流検出抵抗に結合されたオプトカプラをさらに備え、
　前記オプトカプラは前記ＬＥＤを含む、請求項６に記載の電流検出回路。
【請求項９】
　前記電流検出回路は電源に含まれる、請求項１に記載の電流検出回路。
【請求項１０】
　前記電源は、前記電流検出回路を含む２次側回路を備える絶縁電源である、請求項９に
記載の電流検出回路。
【請求項１１】
　電流検出回路であって、
　電源の直流（ＤＣ）出力に結合された電流検出抵抗を備え、
　前記電流検出回路は、前記ＤＣ出力から完全に電力を供給され、
　前記電流検出抵抗は、前記ＤＣ出力における電流を電流検出電圧に変換し、前記電流検
出回路はさらに、
　前記電流検出抵抗に結合されたＰＮ接合ダイオードを備え、
　電流検出しきい値は、前記ＰＮ接合ダイオードの順方向電圧よりも、前記ＰＮ接合ダイ
オードに結合された発光ダイオードの順方向電圧降下の一部だけ小さく、
　前記電流検出回路は、前記電流検出電圧が前記電流検出しきい値に達して前記ＤＣ出力
における前記電流を検出または調整すると出力を生成する、電流検出回路。
【請求項１２】
　前記電流検出回路の前記出力は、前記ＰＮ接合ダイオードに結合された前記発光ダイオ
ードの光出力を備える、請求項１１に記載の電流検出回路。
【請求項１３】
　前記発光ダイオードは、前記電源の前記ＤＣ出力における出力電圧が低すぎるとオフで
ある、請求項１２に記載の電流検出回路。
【請求項１４】
　前記電流検出しきい値は、実質的に温度補償される、請求項１１に記載の電流検出回路
。
【請求項１５】
　前記電流検出回路の前記出力は、前記ＤＣ出力における電流を調整するためのフィード
バック信号として用いられる、請求項１１に記載の電流検出回路。
【請求項１６】
　前記ＤＣ出力における前記電流は、前記ＤＣ出力における電圧範囲にわたって実質的に
一定の電流レベルに維持される、請求項１５に記載の電流検出回路。
【請求項１７】
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　前記ＤＣ出力における前記電流は、前記ＤＣ出力における前記電圧範囲から外れた、前
記一定の電流レベルより下まで下げられる、請求項１６に記載の電流検出回路。
【請求項１８】
　前記ＤＣ出力における前記電圧範囲の下限は、前記ＰＮ接合ダイオードに結合された前
記発光ダイオードの順方向電圧降下と、前記発光ダイオードをドライブするよう結合され
たバイポーラ・トランジスタの最小コレクタ－エミッタ電圧との和と実質的に等しい、請
求項１６に記載の電流検出回路。
【請求項１９】
　前記電流検出しきい値は、前記ＤＣ出力における電圧範囲にわたって実質的に一定であ
る、請求項１１に記載の電流検出回路。
【請求項２０】
　前記ＤＣ出力における前記電圧範囲の下限は、前記ＰＮ接合ダイオードに結合された前
記発光ダイオードの順方向電圧降下と、前記発光ダイオードをドライブするよう結合され
たバイポーラ・トランジスタの最小コレクタ－エミッタ電圧との和と実質的に等しい、請
求項１９に記載の電流検出回路。
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